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和食摂食５歳児の栄養素等摂取状況

Ｉ

中　嶋　加代子

NutΓient lntake of Five-year-old Children

　Who Have Eaten Japanese Style Diets

　　　　　　Kayoko NAKASHIMA

緒　　言

　目本科理の特徴として①魚貝類・農産物のし

ゅんのものを取り入れて季節感を出しているこ

と②占くから米を中心に，魚類の生食もし，お

いしい水で処理された野菜など，水と共に育っ

てきていること③食品の持ち味をいかすために

味付けに，水をもとに作られた独特の調味料

（みそ，しょうゆ，みりん，酢，酒）・発酵食

品を用いたり，海でとれたこんぶとかつお節で

とっただし汁を味付けの土台とすること④食器

は，芸術的な陶磁器と漆器が使用されることな

どが報告されている目。

　一方，アトピー性皮膚炎の治療法の１つとし

て，小児科領域では症状を悪化させる食品を食

べないようにして，耐性が現れるのを待つ食事

療法2）~引を行うことが多いが，成長過程にあ

る幼児の場合，食物制限を厳しくしすぎると栄

養源の不足が生じ，栄養のバランスがくずれて

しまうおそれがある‰

　本研究は，「和食４段階法」によってアトピ

ー性皮膚炎の症状が改善され，その後も和食を

継続し，順調な発育を遂げている５歳児の食事

の栄養価算定を行い，和食について栄養学的見

地より検討したものである。

II　方 法

１．調査対象者

　山口県内の某病院小児科で和食４段階法（４

段階のめやすによる和食中心の食事）によるア

トピー性皮膚炎の治療を受け，症状が改善した

後も，引き続き自宅で和食４段階法を継続して

いる５歳児（以ﾄﾞ，和食児と略）16名（男児5

名，女児11名）を調査対象とした。

２．和食４段階法

　前報7)と同様である。すなわち，その食事と

は各食品をどの程度まで食べることができるか

を４段階に分けて指導したものである。今回の

和食４段階法の特徴は①伝統的な日本型食生活

3)8)~1Uを基本とし，主食・玉菜・副菜を摂取

させたこと②栄養のバランスをできるだけ保つ

ために症状悪化食品を４段階に分けて，愚見の

重症度に応じて各食品の摂取段階を決めたこと

③症状悪化食品を部分的に除去すると同時に，

摂取できる食品はできるだけ多種類を積極的に

取り入れ，植物油を控えて和風に調理すること

を基本としたことである。従って，症例によっ

ては，植物油は第４段階，卵は第３段階，牛乳

は第２段階というように食品による差が出る訳

である。
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3.調査方法

　愚見が母親と米院した時に，

母親に本研究の目的を説明し，

調査への協力意志の有無を確認

した。協力意志ありと答えた母

親に対し，調査票を直接手渡し

て，記入方法その他について詳

しく説明した後，母親による記

Table l. Estimation ol the growth of 5-year'old children

　　　　　　　　　　　　Boy　　　　　Girl

　　　　　　　　　　　　（n＝5）　　（n＝11）

Hejght（cm）　］07.7士４．１　　１０５．３士4.2

Weight（kg）　　18.0士４．１　　１６．８士２．３

Boy

111.2

19.34

Girl

110.2

18.97

＊The values of 5-yeaF-oldchildrヽenreportedin山e recommendeddietary allowances

foFthe.Japanese are used as the slandard value.

述調査を実施した。食事調査期間は平成４年２

～３月の連続７日間であり，食事以外の調査も

同期間に実施した。

４．調査票の構成

１）発育曲線グラフ

　出生時から調査時までの身長と体重をグラフ

に記入させ，パーセンタイル値でみると共に，

その増加の程度が順調であるかどうかをグラフ

に表して発育の状態を評価するための資料とし

た。

２）アンケート

　調査時点で和食児が実践している４段階法の

食事に間する調査内容とした。

３）食事調査

　今回の和食４段階法は回転食12）を基本とし

ているため，調査期間を連続７日間とした。調

査用紙の記入に際しては，食品は廃棄部分を含

む重量で記入させ，回収後に食品成分表13）記

載の廃棄率により可食量を算出した。

５．食事調査の解析

　食事調査の解析にはコードレスＭＳ-ＤＯＳ版

カロリー計算システム(システムアイリス礼装)

を用い，各和食児ごとに連続７目問に摂った食

事の栄養価合計を求めた後，１目当たりの栄養

素等平均摂取量を算出した。

　　　　　　ｍ　結果および考察

１．和食児の発育状況

　和食児の発育状態については臨床的に観察を

続け，ほぼ満足できる結果を得た14≒さらに調

査時点で，発育曲線グラフ及び身長と体重を確

認することによって各和食児の発育状態を評価

した。Table　lに和食児の身長と体重の平均

値を示した。第五次改定日本人の栄養所要量の

身長推計基準値及び体重推計基準値151と比較

した結果，男児の場合，身長は107.7士4Jcm

（身長推計基準値HI.2cm），体重は18.0士4.1

kg（体重推計基準値19.34kg）で推計基準値と

ほぽ同値であった。一方，女児では身長は

105.3士4.2cm（身長推計基準値1 1 0.2cm），体

重は16.8±2.3kg（体重推計基準値18.97㎏）

となっており，身長も体重も推計基準値よりや

や低価の傾向を示したが，個々の発育曲線グラ

フ記入結果から判断すると，和食児の発育は順

調であることが示唆された。さらに全身の栄養

状態も良好であることが臨床的に確認された。

２．和食４段階法における食物摂取の程度

　Table 2，3に和食児の食物摂取の程度を

示した｡各食品とも第１段階は制限が最も弱く，

２段階，３段階と上がるにつれて食物制限が厳

しくなっており，第４段階では症状悪化食品を

含有する食物（例えば，鶏卵を用いて作られた

ケーキ類など）も制限した。相物油は男児の場

合第２段階の児が多かったが，女児では半数近

くの者が第４段階，すなわち，植物油を含むす

べての食品を控えている状態であった。鶏卵に

ついては，男女とも第２～４段階であり，男児

の60％は第３段階，女児の54.5％は第２段階

であった。牛乳の場合は，男女とも半数以上の

児が第２段階であった。鶏卵や牛乳は一般に，

症状を悪化させやすい食品16）~2羽として扱われ

ており，著者らの調査においても２歳児では第

４段階の児が多かった7）が，今回調査した５歳

児では男女ともに第４段階の児は少なく，第１

２



Table 2. Type of diets for5-year-old boys
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Table 3. Type of diels for 5-year-old girls

Type of diets　　vegelable oil
　　　　　　　　　　　　　(％)

　Non-restriction　　　o
　　　　　　　　　　　　　(0.0)

　lst stage　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　(9.1)

　2nd stage　　　　　　4

　　　　　　　　　　　　　(36.4)

　3rd slage　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　(9.0

　4th stage　　　　　　5

　　　　　　　　　　　　　〔45.5〕

　　Tota】　　　　　　]1

　Unit: the number of girls
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Table 4. Nutrientintake of 5-year'old boys
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～３段階すなわち制限があまり

厳しくない児が多かった。これ

は，鶏卵や牛乳が栄養価の高い

食品であり，５歳児は２歳児よ
　　　　　　　　　¶=〆』りも消化吸収能力が発達して栄

養価の高い食品も処理できるた

めと思われる。

３．和食児の栄養素摂取状況

　４段階のめやすによる和食中

心の食事を摂取している児の栄

養素摂取状況を把握するため

に，和食児ごとに１目当たりの

栄養素等平均摂取量を求めた

後，男女別に各栄養素摂取量の

平均値を算出してTable 4，5

に示した。“栄養所要量”は個

人にそのまま適用すべき数値で

はないが，今回は便宜上，第五

次改定日本人の栄養所要量15’

（成長期および生活活動強度II

における栄養所要量，以下，所

要量と略）の５歳児値を摂取量

比較の基準値として用いた。

１）エネルギー摂取量

　男児の１日平均エネルギー摂

取量を５歳男児のエネルギー所

要量と比較した結果，平均摂取

量は所要量よりも少ないことが

分かった。同様に女児も摂取量

が所要量をかなり下回っていた

が，男児女児ともに皮膚炎が解

決し，体重，身長，発育曲線に

より発育が順調で，栄養状態は

良好であること，他の疾患もな

いことなどが臨床的に確認され

たl几血液の分析では，アルブ

ミン，コレステロール，Ｃ ａ，

Ｆｅ，Ｈｂなどを検査し，各検

査値は疋常範囲にあることも明

らかになったI几今回調査対象

となった５歳児は，和食４段階
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は43.1～51.7gとなった。和

食児の脂質平均摂取量（男児

27土６９，女児21士９ｇ）を算

出脂肪所要量と比較すると，平

均摂取量は男児女児ともに所要

量の約1/2であった。これは，

和食児が全員，油を部分的また

は完全に禁止されていたためで

あろう。このように和食は，油

の使用をコントロールしやすい

ために治療食などに適した調理

法であることが示唆された。

４）カルシウム摂取量

　カルシウム所要量は第五次改

定で５歳男女とも500昭と改め

られた（調査時に使用されてい

た日本人の栄養所要量・第四次

30(％)
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100(％)

之9{k�/g}＝55.0(g)

÷9【kca】/g)＝51.7(g)

　Table 5. Nutrient intake of 5-year-old girls

Nutrient　　　　　　　　　5-year-old giFI
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法を開始する前には皮膚炎で悩まされ，体重増

加が止まっていた者が多かった。その後，和食

４段階法に基づいて個々人に合った食品を和風

に調理して摂取させると，発育が順調になり，

皮膚炎の症状も解決したわけである。日本料理

は一般に西洋料理や中国料理に比べると，エネ

ルギーが低いためダイエットに適しているが，

今回の調査で幼児の発育にも適していることが

分かった。これは，和食が栄養素摂取のバラン

スを保ちやすいためと思われる。

２）たんぱく質摂取量

　たんぱく質所要阻とたんぱく質平均摂取量を

比較すると，男児の平均摂取量（60士１８ｇ）

は２０％所要量を上回り，女児の平均摂取量

（48士１２ｇ）は所要量と近値であった。男児

女児共に，たんぱく質源である鶏卵や牛乳を制

限している者が多いにもかかわらず，たんぱく

質平均摂取量が所要量を上回る結果になったの

は魚介類や豆類とくに大豆製品の効果によるこ

とが示唆された。

３）脂質摂取量

　栄養所要量の脂肪エネルギー比率（25～

30％）を用いて脂肪所要量の算出を試みた。

改定では４００ｍｇ）ので，平均摂取量（男児

384士146mg，女児352士120mg）は所要量を

大幅に下回る結果となった。カルシウムは骨の

成長に不可欠な栄養素なので，今後は摂取量を

増やす工夫をしなければならないことが分かっ

た。

５）鉄摂取量

　男児の鉄平均摂取量は9.6土3.7mgで所要量8

mgを上回ったが，女児は平均摂取量8.0土2.0

mgで所要量8mgと同程度であった。

６）ビタミン摂取量

　ビタミンＡの平均摂取量は男児が2,085士

692 1Uで所要量1,000 1Uの約２倍となってお

り，女児が1,863土892 1Uで個人差は大きい

Boys

GiΓls

1,650{kcal}×ぷ{Uﾐ|÷9(k�/g)＝45.8(g)

l,650(kcal)×

1,550(kcal)×ぷ{Ml}÷9(kcal/g)＝43川g)

1,550(kcal)×

算出方法はFig』に示した通りで、５歳男児の　Fig.1.Melhods of calculating the recommended

脂肪所要量は４５．８～５５ｇ、５歳女児の所要量　　　　　diet8『y 18tall°゛'8rlcesfor5'ye8｢'oldchildrerl

一
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が，所要量よりもやや多くなっていることが分

かった。これは，主食としてカボチャを摂取し

ている児がいるためであると考えられる。

　ビタミンBIの平均摂取量は男児（1.21土0.5

mg）が所要量（0.7mg）を73％上回り，女児

（0.89土0.26mg）が48％上回っていた。　ビタ

ミンB2については男児（0.88士0.19mg）が所

要量（0.9mg）とほぽ同程度を摂取しているの

に対し，女児（０．７４土0.21mg）は所要量

（0.9mg）よりも少ない傾向にあった。

　ビタミンＣに関しては男児（183土85mg）

が所要量（40mg）の4.6倍，女児（122土45

昭）が所要量（40mg）の３倍量を摂取してい

た。これはさつまいもを主食としている児がい

るためであろう。今回調査対象となった児は，

緑黄色野菜の摂取量が多いため，結果的にビタ

ミン類の摂取量も多くなっていることが分かっ

た。これは和食が，和え物や浸し物などとして

野菜類を利用しやすいためであると思われる。

さらに，間食の内容をみると，スナック菓子で

はなく果物やいりこが多く，このこともビタミ

ン類の摂取量を増加させる原因の１つであるこ

とが示唆された。

４．ＰＦＣ比による比較
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　食事の質的特徴を知るためにたんぱく質エネ

ルギー比率（Ｐ比），脂肪エネルギー比率（Ｆ

比），糖質エネルギー比率（Ｃ比）を算出し，

Fig.2に示した。男児が摂取しな食事のＰ比は

17.9％，F比は18.3％，C比は63.8％となっ

ており，５歳男の栄養所要量から算出したＰＦ

Ｃ比はＰ比12.1％，F比27.5％（脂肪エネル

ギー比率２５～３０％の中央値），Ｃ比60.4％

（100％からＰ比12.1％とＦ比27.5％を差し引

いた値）であった。一方，女児が摂取した食事

のＰＦＣ比はＰ比16.3％，F比15.8％，C比

67.9％で，５歳女の栄養所要量から算出した

ＰＦＣ比はＰ比１２．９％，Ｆ比27.5％，C比

59.6％（100％－12.9％－27.5％）であった。

これらの結果より,今回摂取した食事の特徴は，

男児女児ともにＦ比が所要量から求めた値より

もかなり低価を示した（男児：約2/3，女児：

約1/2）こと，すなわち，脂肪の少ない食事で

あることが明らかになった｡それに対しＰ比は，

鶏卵や牛乳を控えている児が多かったにもかか

わらず栄養所要量のｐ比より高値（男児：１．５

倍，女児:1.3倍）であり，たんぱく資源が充

分に摂取されていることが示唆された。このよ

うに，日本料理は，脂肪を少なくし，たんぱく

75 100％

匪回p ratio

四回 F ratio

函圀 C ratio

　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig.2.PFCratio of Japanese style diets

JD means the Japanese styje diets which 5-year-old children actually had, and RDA means the

recommended dielary a‖owances.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－5－
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質を充分摂取できる点で，西洋料理や中国料理

よりもすぐれていると思われる。特に主食十玉

菜十副菜という基本形式は，栄養摂取のバラン

スを保つために重要であることが示唆された。

IV　要　　約

　和食４段階法を実践している５歳児が摂食し

た食事を連続７日間調査し，栄養素摂取状況を

検討した結果，以下の点が明らかになった。

　１）男児女児共１目平均エネルギー摂取量は

５歳児のエネルギー所要量をかなり下回ってい

た。

　２）男児の１目平均たんぱく質摂取量は所要

量を20％上回り，女児の平均摂取量は所要量

と近植であった。

　３）１目平均脂質摂取量は，男児女児共に栄

養所要量の脂肪エネルギー比率より算出した所

要量植の約1/2であった。

　４）１日平均カルシウム摂取量については，

男児は所要量より少ない傾向を示し，女児は所

要量を下回った。

　５）１目平均鉄摂取量については，男児は所

要量を上回ったが，女児は所要量と同程度であ

った。

　６）ビタミンＡの１日平均摂取量については，

男児は所要量の約２倍になっており，女児は所

要量よりもやや多い程度であった。

　７）ビタミンBIの１目平均摂取量について

は，男児は所要量を73％，女児は48％上回っ

た。

　８）ビタミンB2の１目平均摂取量について

は,男児は所要量とはぼ同程度であるのに対し，

女児は所要量よりも少ない傾向にあった。

　９）ビタミンＣの１目平均摂取量については，

男児は所要量の4.6倍，女児は３倍であった。

１０）ＰＦＣ比については，男児の食事はＰ比

17.9％，F比18.3％，C比63.8％であり，女

児の食事はＰ比１６．３％，Ｆ比１５．８％，Ｃ比

67.9％であった。男児女児共にＦ比が所要量

植よりかなり仮植であり，Ｐ比は所要量植より

高値であった。

　終わりに，本研究を行うにあたり終始一貫し

てご指導・ご助言をいただいた下関市立中央病

院永田良隆先生に深く感謝申し上げる。また，

調査にご協力いただいた皆様，並びに元九州女

子大学家政学部　妻鳥志麻，中向留美，麻生実

千代，角本佳栄，千葉桂子，脇野恵美，福岡佐

和美の各管理栄養士に厚くお礼を申し上げる。

なお，本研究は文部省科学研究費（一般研究

Ｃ：課題番号04808015）の助成を受けた。
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